
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課

指定管理者

１　施設名等

住所 松本市旭２丁目１１番２５号

施設名 電話 ０２６３－８８－３７３７

ホームページ http://park7.wakwak.com/~asahigaku/

２　施設の概要

設置年月 根拠条例等 児童福祉施設条例（昭和39年3月30日条例第27号）

開所日

開所時間

３　現指定管理者前の管理運営状況

～平成　22年度 直営・管理委託・指定管理・その他（　　　　　　　　　）

平成　年度～　年度 直営・管理委託・指定管理・その他（　　　　　　　　　）

４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 社会福祉法人長野県社会福祉事業団 指定期間 平成 28年 4月 1日　～　 令和3年 3月31日（5年間）

選定方法 公募（応募者数：1）・非公募（随意指定）

５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

197,710 千円 千円 千円

６　指定管理者が行う業務

・入所者の入所に関する業務（入所者の退所に関する業務を含む。）

・入所者に対する心理学的治療及び生活指導に関する業務

・退所者に対する相談その他の援助に関する業務

・施設及び設備の維持管理に関する業務

・上記に揚げる業務に附帯する業務

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：平成30年度】

平成30年度（A）

　長野県松本あさひ学園

平成29年度（B）

設置目的

県民文化部こども・家庭課

社会福祉法人長野県社会福祉事業団

児童心理治療施設（定員35人（入所30人・通所5人）
（児童福祉法第43条の2に定める児童福祉施設）

施設内容

利用料金

差（A）－（B）

　児童福祉法に基づく県下唯一の児童心理治療施設で、「環境上の理由により社会生活への適応が困難となった児童を短
期間入所させ、又は保護者の下から通わせて、社会生活に適応するために必要な心理に関する治療及び生活指導を主とし
て行い、あわせて退所した者について相談その他の援助を行うこと」を目的とする。

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

増減
理由

人件費増等によるもの

196,480 1,230

平成23年4月移転開設（昭和42年1月諏訪湖健康学園）
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７　利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数・利用件数・稼動率】（月末） （単位：人、件、％）

①入所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

平成30年度（Ａ） 19 18 17 18 18 19 19 21 21 21 21 18 230

平成29年度（Ｂ） 24 20 20 22 22 23 23 24 24 21 21 18 262

（Ａ）/（Ｂ） 79.2 90.0 85.0 81.8 81.8 82.6 82.6 87.5 87.5 100.0 100.0 100.0 87.8

②　通所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

平成30年度（Ａ） 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 17

平成29年度（Ｂ） 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 34

（Ａ）/（Ｂ） 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 66.7 66.7 100.0 100.0 50.0

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

平成２８年度（Ａ）

平成２７年度（Ｂ）

（Ａ）/（Ｂ）

（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

平成29年度（Ａ）：　　　日365日 平成　年度（Ａ）： ―

　 平成28年度（Ｂ）：　　　日366日 平成　年度（Ｂ）： ―

（５）サービス向上のため実施した内容

改善報告書を提出した。

（６）その他実施した取組内容

・　家庭支援専門相談員を中心に、退所後のアフターケアに重点を置いた支援者会議（主催：市町村、児童相談所等）に積極的に参加した。

・　分校と連携し、スポーツ、文化、太鼓の各分野でクラブ活動を行うなど、余暇時間における自主的な活動を通じ、多様な経験を積むことが

　できるよう支援した。また、信大生の学習ボランティアをはじめとして、行事や余暇活動の分野でボランティアを積極的に受け入れた。

・　学園の専門性を生かし、県内の児童養護施設等と合同学習会（2回）を開催した。また、信大子どものこころ診療部との合同カンファレ

　ンス（2回）も実施した。

（７）利用者の主な声及びその対応状況

・嗜好調査から、カロリー摂取量には問題なかったが、児童からボリューム感が無いとの声もあり、メニューの工夫を検討した。

・運営の透明性を確保するとともに、サービスの質の向上を図るため、学園で設けている福祉サービス評価委員会の評価を受けるとともに、

・児童の権利擁護の充実を図るため、事業団規定に基づく、虐待防止委員会や暴力防止対応委員会による全児童への定期的な聴き取り等

により丁寧な対応を行った。

・　児童に「満足度調査」「嗜好調査」を実施するとともに、苦情への対応を行い、意見や要望を支援に生かした。

・　地域の行事やイベント等に参加するとともに、社会体験の場を多く設定するなど、児童が成長するための場を積極的に設けた。

・　給食委託業者と連携し、サービス向上のため、月1回業者を交え給食提供について話し合いを継続して実施した。

・　児童養護施設交流研修を実施した他、ながの子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレーにも率先して協力した。

「楽しくない」理由として、友達との関係の難しさを挙げているため、職員介入を丁寧に行い、関係改善を図っていく。

増減要因等 11月に1名新規通所利用あり。

増減要因等

無

・　満足度調査では、生活全般に「楽しい」「普通」と答えた児童が65％、「楽しくない」が15％であった。

・支援員については、「一緒に過ごす時間が楽しい」「安心できる」「話を聞いてもらえる」など概ね好意的に受け止められているが、

「もっと遊びたい」「もっと話を聞いて欲しい」等の意見もあり、個別対応時間の確保等課題と受け止めている。

事業団内部監査、県福祉監査担当による一般指導監査を受審した。　県一般福祉監査では虐待防止に関し、報告の不備の指摘を受け、

増減要因等 年間を通じて退所児童があり、入所児童は7月以降随時あった。

見直しの有無 見直した場合はその内容開所時間

見直した場合はその内容

有　・　無

開所日数
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８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価

＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

　

９　施設管理運営の課題

項　目

　施設内に入退所に関する検討委員会を設置し、児童相談
所等関係機関と十分連携を図りながら利用を進めた。
　また、学園運営のチェック機関として、福祉サービス評価委
員会を設け、開かれた施設運営に務めた。

　関係機関との連携や、施設独自のチェック機関設
置により、公平・公正で開かれた施設運営が確保さ
れたと認められる。

所　　　管　　　課

施設の目的に
沿った管理運
営

Ｂ

利用者サービ
ス向上の取組

　子どもの人権尊重を図るべく、定期的な児童への聴き取りや職員
のアンケート調査を実施し、学園生活の質の向上に努めた。
　医師面接、心理面接、生活面接を定期的に行い、個別支援として
特別日課の機会を増やし、児童の要望に応えるように努めた。
　満足度調査、嗜好調査を実施し、児童の率直な声を支援に反映で
きるように努めた。
　パソコン内のシステム化により、引き継ぎやケースの進捗状況等
の効率化に努めた。

児童の権利擁護の充実を図るため、虐待防止対策
の強化を図るなど、生活の質の向上に努めた。
　また、満足度調査や嗜好調査の実施により、利用
者である入所児童の要望を日常の支援業務に活か
すなど、管理運営にも速やかに反映させており、
サービスの向上に努めたと認められる。

Ｂ

Ｂ

　協定書、仕様書、事業計画書に基づき、施設の目的に沿っ
た効果的な管理運営を行った。

職員・管理体制 Ｂ

指　定　管　理　者項目

平等な利用の
確保

自主事業

施設の管理運
営の課題

　暴力・暴言による行動化を主訴とした入所児童の増加により、個別
支援の必要性が増している。　それに対応した、支援の質をより一層
高めてゆくことが求められ、研修・研究会等をさらに充実したものと
する必要がある。
　年度末に退所が集中することにより、年度当初の在籍率が低下
し、必然的に分校在籍児童数の確保が困難な状態が続いている。

　施設職員の更なる育成・スキルアップのため、専門研修等
の充実を図るとともに、関係機関との連携による「家族支援」
「地域支援」を含め、より専門性を高めた高度かつ効果的な
施設の管理運営が図られるよう期待する。

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

総合評価

・外部研修に参加する他、内部研修の充実により職
員の資質向上に努め、支援内容の質の維持向上に
取り組んだ。
・児童や職員に対する調査等の実施により施設運営
の透明性を確保するとともに、利用者へのサービス
の向上に努めた。
・今後も支援内容の質の向上及び円滑な管理運営
が図られるよう期待する。

Ｂ

A

　協定書、仕様書、事業計画書に沿った効果的な管理運営に務め
た。
　定期的な児童への聴き取りや職員のアンケート調査を実施し、合
わせて外部講師による所内研修会を行う等、児童の人権尊重に努
めた。
　退所後のアフターケアについて、家庭支援専門相談員を中心に、
家庭訪問・支援者会議参加等積極的に活動した。

　仕様書に基づき、児童心理治療施設としての適正
な管理運営を実施するために必要な職員配置と体
制づくりに努め、職員の資質向上のための研修等に
積極的に取り組んだと認められる。

　職員会議や、毎日、朝・昼の引き継ぎの場を通じ、職員間の
意思疎通を図り、質の高い支援体制づくりに努めた。
　OJTをはじめ、外部研修への積極的な参加や所内研修の
充実を図り、職員の資質の向上に努めた。

収支状況
・　収入額　　　201,832千円（うち指定管理料197,710千円）
・　支出額　　　195,521千円
・　収支差額　 　6,311千円

　コスト意識の自覚と徹底により、効率的かつ効果
的な管理運営が行われたと認められる。(損益割合
+3.2%)

　協定書、仕様書、事業計画書に基づき、施設の設
置目的に沿った効果的な管理運営を実施したと認め
られる。
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10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：平成２９年１１月３０日】 （対象年度28年度）

【総合評価】
・現状は、施設目的に沿った業務の運営が行われている
が、今後とも社会の期待に応えるため適切な施設の運営
を行って欲しい。
・県内では１ヶ所の児童心理治療施設として、専門性の
高い支援を期待する。
・対応が大変な点も多々あると思うが、様々な点に配慮し
たサービス提供が出来ているので、引き続き、充実した
サービスに努めてほしい。

・県内唯一の児童心理治療施設であることの意
義を十分踏まえ、施設の基本的運営方針である
「人権尊重の視点を基本・基底とした治療や支
援の提供」が成し遂げられるよう、今後も適切な
管理運営に努めていきます。

・県内唯一の児童心理治療施設であることの意
義を十分踏まえ、基本的運営方針である「人権
尊重の視点を基本とした治療・支援の提供」を堅
持しながら、今後、さらに専門性の高い支援機能
を発揮していただくよう期待する。

【職員・管理体制】
・職員の整備体制及び人員配置は適切に行われている。
・研修内容として、適切な支援提供の観点からも、職員の
メンタルケア研修等への参加など、引き続き職場環境の
整備について配慮されるよう望む。
・職員の各種研修に力をいれ、支援困難児童に対する支
援のスキルアップに努めている。
・職員数もより多ければ、きめ細やかな対応も可能と思わ
れるが、可能な範囲で対応ができている。
・現場職員のみならず、管理職も含めた職員間の情報共
有に一層努め、児童の支援に当たって欲しい。

・専門研修や内部研修等の充実を図り、児童心
理治療施設に必要な専門的知識と技術を有する
職員として、さらなる資質向上に取り組んでいま
すが、職場環境にも配慮しながら、引き続き、処
遇職員の資質を一層高めていくよう努めていき
ます。

・職員の資質向上を重要な課題として捉え、専門
研修や内部研修等の充実を図り、児童心理治療
施設に必要な専門的知識と技術を有する職員の
配置確保に努めた。
・引き続き職場環境の整備、職場内の情報共有
に努めていただくよう期待する。

【収支状況】
・平成29年度収支計画書に則り推移しており、特に問題
はないが、今後の人事政策によって人件費の負担が増
加する可能性があること考慮し、収支の状況を注視する
こと。
・厳しい財政状況でありコスト意識は必要だが、課題に示
されている入所抑制とならないよう、適正な人員配置や
法人全体としての応援体制等、引き続きニーズに即した
職員体制整備についての検討を進めるよう期待する。

・施設の管理運営にあたり、常にコスト意識を自
覚していますが、利用児童（入所・通所児童）の
生活や治療に影響を及ぼさないよう十分配慮し
ながら、引き続き効率的で効果的な管理運営に
努めていきます。

・児童福祉施設としての特殊性を踏まえ、利用者
である入（通）所児童の生活や治療に影響を及
ぼさないよう十分配慮しながら、効率的、効果的
な施設の管理運営に努めた。
・常にニーズに即した職員体制の整備を意識し
つつ効果的な管理運営に努めていただくよう期
待する。

【平等な利用の確保】
・児童の入退所にあたり入退所検討委員会へ諮り、ま
た、他の関係機関との連携により、施設利用者の平等な
利用が確保されている。
・福祉サービス委員会など独自の取り組みは、たいへん
素晴らしいと思う。
・施設のキャパシティ等の理由で受け入れを待つ児童は
いるが、児童相談所等との連携がとれており、平等性に
ついては問題ない。

・児童福祉施設としての特殊性も踏まえ、今後も
児童相談所を始めとする関係機関を交えた検討
委員会等の開催により、引き続き、公平・公正・
平等な利用の確保に努めていきます。

・児童福祉施設としての特殊性も踏まえながら、
関係機関を交えた検討委員会の開催等により、
公平・公正・平等な利用の確保に努めた。

【利用サービス向上の取り組み】
・心理治療では医師、心理治療員、看護師が配置され、
教育では地域での分校と連携し、施設独自の支援も計画
され施設運営が行われている。
・大人だけではなく、利用者である児童にもアンケートを
取り、反映させようとしている試みは重要である。
・リービングケアも充実しており、多様化する児童への
サービス向上が図られている。
・サービス向上の取り組みは適正に行われていると推察
され、施設内の情報共有は充足されている。今後は他機
関との連絡や方針の共有について更なる配慮に取り組ま
れることが望まれる。

・これまでも満足度調査・嗜好調査の結果や児
童の声を、可能な限り支援業務等に反映するよ
う努めていますが、調査項目の更なる充実、希
望に対する対応について引き続き取り組んでい
きます。
・関係機関との更なる連携により、利用者のサー
ビス向上に努めていきます。

・満足度調査・嗜好調査の結果や児童の声を、
可能な限り支援業務等に反映するよう努めた。
・退所前の児童へのリービングケアに加えて、退
所後の児童へのアフターケアを重要な課題とし
て捉え、児童が家庭や地域等で安定した生活を
送れるよう、定期的な連絡や訪問を行う他、スマ
ホアプリのグループラインを活用した支援、同窓
会の開催を行い、児童へのサービス向上に努め
た。
・関係機関との更なる連携による利用者のサー
ビス向上に期待する。

第三者評価における指摘・意見等
管理運営等への反映状況

指定管理者 所管課

【施設の目的に沿った管理運営】
・管理運営業務に関する基本協定書及び仕様書、事業
計画に基づき、概ね施設目的に沿った運営が行われて
いる。
・協定書、仕様書、事業計画書等が細部に渡り整備され
ている。引き続き効果的な管理運営に努めることを期待
する。

・今後も事業計画書や基本協定書に基づき、関
係機関と十分連絡を図りながら、施設の設置目
的に沿った、適切かつ効果的な管理運営を行っ
ていきます。

・基本協定、事業計画書等に基づき、関係機関
と連絡を図りながら組織内の連携強化にも努
め、施設の設置目的に沿った、適切かつ効果的
な管理運営に努めた。
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